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 〇 本計画は、 東京都児童福祉審議会及び同審議会専門部会におけ る 議論を 経て 、

東京都全体の社会的養育の充実に向け 、 都において 取り ま と めた も のです。  

 

 〇 本計画において は、 計画の進捗状況を 評価する た め、 計画の記載事項ご と に取

組や指標を 設定し て いま す。 計画の達成状況を 評価する た め、 各取組や指標の現

状把握に必要な 調査を 毎年度実施し て いき ま す。  

計画期間中、 こ の取組・ 指標等を 活用し て 、 東京都児童福祉審議会において 、

計画の達成状況の進捗を 管理し 、 次期以降の計画につな げて いき ま す。  

   

 〇 社会的養育の推進に向け 、 本計画では、「 家庭養育優先原則」 と 「 パーマネ ン シ

ー保障」 の２ つを 中心的な 考え 方と し 、妊娠期から の支援な ど の予防的な 取組や、

社会的養護から の自立のた めの支援な ど 、 幅広い観点で取組を 示し て いま す。  

   計画の達成に向け て は、 児童福祉分野に加え て 、 若者支援、 生活福祉、 障害者

支援な ど 、 関係する 他分野と 連携し 横断的に取り 組み、 必要な 支援を 提供し て い

き ま す。  

 

 〇 令和２ 年度以降、 特別区におけ る 児童談所の設置が進んで いま す。 令和６ 年１

０ 月１ 日時点で９ つの区（ 世田谷、 江戸川、 荒川、 港、 中野、 板橋、 豊島、 葛飾、

品川） が児童相談所を 開設し 、 今後も 新た な 開設が予定さ れて いま す。  

一方、 都において も 、 国の政令によ り 、 児童相談所の所管区域の人口が「 基本

と し て おおむね 5 0 万人以下」 と さ れた こ と から 、 基準に合わせた 所管区域の見

直し や新た な 都児童相談所の設置を 進めて おり 、 都の社会的養育を 取り 巻く 環境

は変化を 続け て いま す。  

 

〇 計画の推進に向け 、 進捗評価の結果や状況の変化を 踏ま え な がら 、 必要に応じ

て 、 体制や取組の抜本的な 見直し を 行い、 社会的養育の推進に努めて いき ま す。  

特に、 児童自立支援施設について は「 心理的・ 治療的ケ ア の専門的支援の充実

に係る 集中討議」 におけ る 議論において 、 本施設に求めら れる 役割や今後の方向

性に向け た 検討の必要性が示さ れた た め、 引き 続き 体制の在り 方を 検討し て いき

ま す。  

さ ら に、 計画全体について も 、 計画期間の中間年であ る 令和９ 年度を 目安と し

て 検討を 行い、 必要な 場合には、 計画の見直し を 行い、 取組を 一層推進し て いく

こ と と し ま す。  
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